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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、ICTを活用した実習指導者の自己成長を促進するネットワークシス
テム構築のために、実習指導者の職務キャリアと実習指導者間のネットワーク構築に向けたニーズを明らかにす
ることである。
107名からのアンケートにより、2つの結論が導き出された。結論１．看護職としての経験年数と実習指導の経験
を有した実習指導者は、職務キャリアが高かった。これまでの経験を意味づけすることによって、さらなる職務
キャリアの向上が期待できる。結論２．実習指導者は、所属施設を越えた実習指導者同士の情報共有の場を臨ん
でおり、地域包括ケアシステムを捉えた指導方法の検討や指導者としての自己研鑽の場として期待していた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to identify the job careers of practice 
supervisors and their needs for networking among practice supervisors in order to construct a 
network system that promotes the personal growth of practice supervisors using ICT.
Two conclusions were drawn from the questionnaire from 107 respondents. Practice supervisors with 
more years of nursing experience and practice teaching experience had a higher professional career. 
Further improvement in professional career can be expected by making sense of past experiences. 
Conclusion 2: Practice supervisors were looking forward to a place for information sharing among 
practice supervisors beyond the facilities they belong to, and they expected a place to discuss 
teaching methods that take into account the community-based comprehensive care system and for 
self-improvement as a supervisor.

研究分野：看護教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
昨今、地域包括ケアシステムの構築により看護専門職の活躍の場も多岐に渡っている。看護基礎教育においても
実習の在り方も大きな変化を迎えている。
以上のような現状の中で、看護学生の実習に携わる実習指導者も、指導の在り方や方法、近年の学生とのかかわ
り方など悩みも多い。そこで、多様な働き方やリアルタイムでの問題解決に対応できるICT（Information and 
Communication Technology：情報通信技術）を活用したネットワークシステムの構築により、施設を越えた実習
指導者の支援が可能となり、連携の強化や実習指導者同士の自己研鑽の場として意義があると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
看護基礎教育における臨地実習の場面で、看護学生に直接指導する看護師（実習指導者）の役
割は大きい。しかし、その役割を遂行するうえで、実際の指導場面において指導方法や学生との
関わり等様々な悩みや問題を抱え解決に至らずストレスを増大させている。さらに、バーンアウ
トにも繋がることも指摘されている。現状では、実習指導者の支援や教育方法は、実習施設独自
の研修会や実習指導者の自主努力に頼っている場合が多く、組織的かつ継続的に支援する方法
は確立されていない。そこで本研究では、成人学習者の特徴を踏まえ、自己のペースで主体的に
リアルタイムかつ自由な時間や場所で学習ができ、ひとりひとりの成人学習者が持っている豊
かな経験を交流しあえ、自己成長を促進できる場を ICT の活用によって実現させたいと考えて
いる。 
 
２．研究の目的 
本研究は、臨地実習指導者のキャリアを促進するネットワークシステムのニーズに関する実
態調査であり、臨地実習指導者の職務キャリアを明らかにし、連携を強化できるようなネットワ
ーク構築に向けたニーズを明らかにすることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1) 研究デザイン：自記式質問紙調査による量的記述的デザイン    
 (2）研究期間：2019 年 4月 1日～2020 年 3月 31 日 
 (3）データ収集期間： 倫理審査承認後～2019 年 10 月 1 日 
(4）研究の対象：A大学の実習を受け入れている施設で、実習指導者の役割を担っている看護

師 100 名（役職、実習施設、経験年数は問わない） 
(5）調査内容 
   調査票①：職務キャリア尺度 43 項目    
調査票②：臨地実習指導者のキャリアを促進するネットワークシステムのニーズに関す 

る実態調査票 21 項目   
(6）データ収集方法：自記式質問紙（無記名） 郵送法による横断研究 
(7) データ分析方法：得られたデータの記述統計量を算出し、2変量解析、多変量解析を行う。 
(8）倫理的配慮：研究者所属施設の研究倫理審査委員会にて承認を得て実施した。 
４．研究成果 
質問は、84施設 292 名に配布し 119 名から回収した（回収率 40.8％）。そのうち有効回答数 
は、108 名（有効回答率 90.8％）であった。解析対象者は職務キャリア尺度の全質問（43 項
目）に回答した 107 名とした。 
 
(1)対象者の属性 
研究協力が得られた実習指導者 108 名の背景をみると、年齢の平均は、42.9±9.75 歳であり、
内訳は、看護師 42.2±9.1 歳、次いで保健師の 44.9±9.8 歳、助産師は 47.3±17.3 歳という結
果であった。性別は男性９名（8.3％）、女性 98 名（90.7％）であった。看護職の経験年数は、
平均 17.3±9.77 年、実習指導者の経験年数は、5.4±5.24 年であり、１年以上 5年未満が 64.8％
を占め、５年以上～10年未満が 16.7％であった。看護教育学歴は、専門学校が 65 名（58.6％）
と最も多く、次いで 4 年制大学 20 名（18.0％）、短期大学 12 名（10．8％）、5 年一貫が 5 名
（4.5％）であった。現在勤務している職種は、看護師 87 名（78.4％）が最も多く、次いで保健
師 14 名（12.6％）、助産師 6名（5.4％）であった。現在保有している資格または認定は、介護
支援専門員が２５名（23％）、学会認定の資格が 15 名（14.0％）、認定看護師６名（5.0％）、専
門看護師１名（1.0％）、その他の資格は 18名（16.0％）であり、資格なしが 44 名（40.0％）で
あった。現在の就業場所は、病院（病棟）が 58名（52.3％）、訪問看護ステーション 19 名（17.1％）、
市町村が 12 名（10.8％）、施設７名（6.3％）、病院（入退院支援関連部署）が３名（2.7）であ
った。勤務形態では、正社員が 100 名（90.1％）と最も多く、パートアルバイト６名（5.4％）、
短時間正社員２名（1.8％）の順であった。また、「役職あり」は 46 名（41.4％）、「役職なし」
は、61名（55.0％）であった。新人指導の経験は、92名（82.9％）が「ある」と回答し、16名
（14.4％）が「なし」と回答した。 
 
(2）ネットワークシステムのニーズ調査結果 
  ①仕事のことで最も相談する相手 
仕事のことで最も相談する相手として、同じ職場の上司が 56名（50.5％）と最も多く、次いで、
同じ職場の先輩 25 名（22.5％）、同じ職場の同期入職者が 11 名（9.9％）、同じ職場の後輩が 5
名（4.5％）、他の職場の方が４名（3.6％）、他の職種の方が３名（2.7％）、その他が 4名（3.6％）
であった。 
 



②所属場所以外で実習指導者同士が情報を共有する場 
所属場所以外で実習指導者同士が情報を共有する場は、56 名（50.5％）が「なし」と回答し、52
名（46.8％）が「あり」と回答している。自由記載の 54 ワードをみると、所属場所以外で、実
習指導者同士が情報を共有する場として、院内 24ワード、教育機関と実習施設間 22 ワード、組
織外６ワード、附属病院間が２ワードであった。内訳をみると、院内での委員会が最も多く、次
いで教育機関主催の実習指導者研修会、院内での実習指導者研修会、定期的な教育機関との連携
会議、実習前・中・後の担当教員との打ち合わせであった。 
 
③所属場所以外で実習指導者同士が情報を共有する場の必要性 
所属する場所以外で実習指導者同士が情報を共有する場の必要性については、92 名（82.9％）
が「必要あり」と回答し、12 名（10.8％）は「必要なし」と回答した。さらに、「必要あり」の
理由として、87 名からの自由記載を類似性・共通性を内容別に分類し、カテゴリー名を命名し
た。その結果、【悩みを共有し、解決への糸口をみつける】【実習指導の質を高める】【自施設で
の実習指導の在り方を考える】【現在の教育方法や学生のレディネスを知る】の４つのカテゴリ
ーが抽出された。一方で、「必要なし」と回答した７記述については、【共有したいことがわから
ない】【指導の混乱をきたす】【時間がない】【トップマネージャレベルの共有が大切】のカテゴ
リーに分類した。 
 
④身近な実習指導者のネットワークについて 
身近な実習指導者のネットワークについては、94 名（84．7％）が「ない」、13 名（11.7％）が
「あり」と回答している。具体的なネットワークの内容について 13 名から回答が得られた。所
属場所内でのネットワークが７ワード、所属場所以外のネットワークが４ワード、教育機関と実
習施設間でのネットワークが 2ワードであった。 
 
⑤実習指導者のネットワークの必要性 
実習指導者のネットワークの必要性について、「必要である」と回答したのは 82名（73.9％）で、
22 名（19.8％）が「必要はない」と回答している。「必要である」と回答した 71 ワードの自由
記載を分類し、【実習指導の質向上】【実習指導者としての資質向上】【リフレクションの機会】
【自組織を客観視する機会】の 4カテゴリーが抽出された。一方で、「必要はない」と回答した
16 ワードを分類すると、【業務の負担になる】【教員からの情報提供で十分】【情報共有は必要だ
がネットワークは不要】【イメージがつかない】というカテゴリーが抽出された。 
 
⑥今の自分自身のキャリアに影響を与えたきっかけや経験、契機について 
 自由記載による 68 の記述を内容別に分類し、内容を示すカテゴリーを命名した。その結果、
【自分自身の看護体験】【役割に付随する経験】【組織内外の研修会や自己研鑽】【人とのかかわ
り】【これまでの生活環境や職場環境】の５カテゴリーが抽出された。 
 
(3）職務キャリア尺度と属性の関係 
看護職としての経験年数、実習指導者としての経験年数ともに職務キャリアの総スコアと有意
な正の相関が認められた。看護職経験年数、実習指導者としての経験年数が長い実習指導者ほど
職務キャリアが高かった。また、「自己能力の開発」の因子との相関関係が 0.368 と最も高く強
い相関を認めた（表８）。さらに、職種間の「多様な経験の蓄積」にも有意差が認められ、スコ
アの平均値は助産師が最も高く、保健師が最も低かった。 
 
(4）職務キャリア尺度総スコアと因子別スコアとの比較 
職務キャリア尺度の因子別の平均値をみると、総スコア 3.41 を基準とし、「質の高い看護の実践
と追求」が 3.88 と最も高く、「自己能力の開発」が 2.48 と最も低かった。因子別スコアは、質
の高い看護の実践と追求 ＞ 対人関係の形成と調整 ＞ 多様な経験の蓄積 ＞ 自己能力
の開発の順であった。 

 
(5）結論 
①看護専門職としての経験年数と実習指導の経験を有した実習指導者は、職務キャリアが高
かった。これらの経験を意味づけすることによって、さらなる職務キャリアの向上が期待で
きる。 
②実習指導者は、所属施設を越えた実習指導者同士の情報共有の場を臨んでおり、地域包括ケ   
アシステムを捉えた指導方法の検討や指導者としての自己研鑽の場として期待している。 
③実習指導者の職務キャリア尺度の因子では、「質の高い看護の実践と追求」「対人関係の形成
と調整」に関する能力が高かった。しかしながら、「自己能力の開発」に関する項目が低い
傾向にあったが、組織を越えたネットワークの構築により、「自己能力の開発」が促進され
実習指導の新たな知見が得られる可能性が示唆された。 

 
(6）研究成果の国内外における位置づけと今後の展望 



看護基礎教育における臨地実習は、座学での学びを踏まえた看護実践能力の定着化、チームの
一員としての自覚が焦点となる中で、実習施設は行政、企業、病院、訪問看護ステーション等多
岐にわたる。そこで、基礎看護教育の背景を鑑みて、臨地で看護学生を支援する実習指導者は施
設内だけでなく施設を越えて連携を強化する必要があると考えた。 
本研究で明らかとなった所属場所以外での情報交換の場やネットワークシステムを構築する
ことは、地域包括ケアシステムの中での実習指導の在り方や連携、具体的方法を模索する一助に
繋がる可能性が示唆された。実習指導者の支援は、「自己能力の開発」を視野に入れ、多様な働
き方やリアルタイムでの問題解決に対応できる ICT（Information and Communication 
Technology：情報通信技術）を活用したネットワークシステムの構築により、実習指導者のみな
らず、次世代を担う看護職への質の高い指導が可能となり、後輩育成においても意義があると考
える。よって、今後の課題は実務レベルで活用ができるネットワークシステムの実現化である。 
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